
▼
紙
面
学
習
シ
リ
ー
ズ
の

16

回
目
は
、

「
寒
冷
地
手
当
」
に
つ
い
て
で
す
。
ご
一 

緒
に
学
習
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。  

▼
「
寒
冷
地
手
当
」
に
つ
い
て
は
、
８
月

８
日
に
出
さ
れ
た
人
事
院
勧
告
で
、
「
民

間
の
同
種
手
当
の
支
給
額
を
踏
ま
え
、
月

額
を

11

・
３
％
引
上
げ
。
新
た
な
気
象

デ
ー
タ
に
基
づ
き
、
支
給
地
域
を
改
定
」

す
る
勧
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
勧
告

内
容
を
含
め
て
解
説
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
な
お
、
実
施
日
に
つ
い
て
は
、
手
当

額
の
改
定
が
本
年
４
月
に
遡
っ
て
、
支
給

地
域
の
改
定
が
来
年
４
月
か
ら
と
な
り
ま 

す
。 

▼
ま
ず
「
寒
冷
地
手
当
」
と
は
、
寒
冷
地

に
該
当
す
る
地
域
に
居
住
す
る
職
員
に
対

し
て
、
11
月
～
３
月
ま
で
の
５
か
月
間
支

給
さ
れ
る
手
当
で
す
。
「
寒
冷
地
に
住
ん

で
い
る
と
暖
房
費
等
が
大
変
だ
か
ら
」
と

い
う
こ
と
で
、
そ
の
生
活
費
を
補
填
す
る 

目
的
で
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
。 

▼
支
給
対
象
地
域
は
、
【
図
表
１
】
の
と

お
り
で
、
今
回
の
人
事
院
勧
告
に
よ
り
、

福
島
県
内
に
お
い
て
も
、
来
年
４
月
か
ら

一
部
変
更
と
な
り
ま
す
。
会
津
管
内
は
、

引
き
続
き
全
市
町
村
が
支
給
対
象
と
な
り 
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シ
リ
ー
ズ
⑯
『
寒
冷
地
手
当
っ
て
何
？
』 

組
合
員
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
学
ん
で
い
く
『
紙
面
学
習
』
の

16
回
目
で
す
。
ぜ
ひ
、
こ
れ
を
基
に
職
場
の
仲
間
の
皆
さ
ん

と
話
合
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

紙面学習 

当面の日程 
■9月３日（火）・４日（水）  

○2024人勧期・衆院選オルグ 
（県本部 福地組織部長、芳賀沼事務局長） 
 

■9月12日（木）  

○18:30～総支部執行委員会 
（会津労働福祉会館） 
 

■9月18日（水）  

○13:30～県本部単代会議 
（福島GP） 
 

■9月27日（金）  

○11:00～共済担当役職員会議 
（福島GP） 

ま
す
が
、
【
図
表
１
】
の
と
お
り
、
支
給

対
象
で
な
く
な
る
自
治
体
や
、
新
た
に
支 

給
対
象
と
な
る
自
治
体
が
あ
り
ま
す
。 

【図表１】寒冷地手当 支給対象地域 新旧対照表 

現行制度（旧）  

郡 該当市町村 

 会津若松市 

 喜多方市 

 田村市 

南会津郡 全域 

耶麻郡 全域 

河沼郡 全域 

大沼郡 全域 

西白河郡 西郷村、中島村（×） 

石川郡 石川町（×）、浅川町（×） 

田村郡 全域 

双葉郡 川内村、葛尾村 

相馬郡 飯舘村 

安達郡 全域（×） 

岩瀬郡 天栄村（×） 

  

2025年４月～（新）  

郡 該当市町村 

 会津若松市 

 喜多方市 

 田村市 

南会津郡 全域 

耶麻郡 全域 

河沼郡 全域 

大沼郡 全域 

西白河郡 西郷村 

石川郡 平田村（新）、古殿町（新） 

田村郡 全域 

双葉郡 川内村、葛尾村 

相馬郡 飯舘村 

（安達郡） なし 

（岩瀬郡） なし 

東白川郡 鮫川村（新） 

会津は… 
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編
集
後
記 

▼
迷
走
す
る
台
風

10

号
「
サ
ン
サ

ン
」
で
す
が
、
こ
の
機
関
紙
を
皆
さ
ん

が
読
ま
れ
る
頃
に
は
、
熱
帯
低
気
圧
に

な
り
、
福
島
県
に
最
接
近
し
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
予
想
し
て
い
ま
す
。
今

回
の
台
風
の
進
路
を
予
測
す
る
の
は
、

大
変
困
難
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
一
時

は
、
２
日
か
ら
３
日
に
か
け
て
、
「
会

津
直
撃
」
と
予
測
し
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
り
ま
し
た
。
ヒ
ヤ
ヒ
ヤ
し
な
が
ら
見

て
い
た
組
合
員
の
方
も
多
か
っ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
？ 

▼
こ
れ
も
温
暖
化
の
影
響
な
の
か
、
一

般
的
に
台
風
の
勢
力
も
大
き
く
な
っ
て

き
て
い
る
よ
う
で
す
。
「
備
え
あ
れ
ば

憂
い
な
し
」
で
す
ね
。
（
坂
内
） 

 

な
お
、
支
給
地
域
か
ら
対
象
外
の
地

域
と
な
っ
た
場
合
は
、
「
所
要
の
経
過 

措
置
を
講
ず
る
」
と
し
て
い
ま
す
。 

▼
次
に
【
図
表
２
】
の
寒
冷
地
手
当
の

支
給
月
額
新
旧
対
照
表
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
地
域
区
分
の
１
級
地
か
ら
３
級
地

は
北
海
道
で
、
福
島
県
は
４
級
地
と
な

り
ま
す
。
地
域
区
分
は
、
気
象
デ
ー
タ

に
基
づ
い
て
決
定
し
て
お
り
、
支
給
対

象
外
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
は
「
暖
か

く
な
っ
た
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
ん
だ 

総支部HP 

会津総支部ホーム
ページのトップペー
ジです。  

機関紙 

と
思
い
ま
す
。
気
象
デ
ー
タ
（
メ
ッ

シ
ュ
平
年
値
）
で
決
ま
っ
て
く
る
と
は

言
え
、
対
象
外
に
な
っ
た
自
治
体
の
方

は
、
納
得
い
か
な
い
で
す
よ
ね
。
ま

た
、
同
一
自
治
体
内
で
も
山
間
部
と
平

野
部
で
は
気
温
の
差
も
あ
る
で
し
ょ
う 

し
…
。 

▼
次
に
、
実
際
の
額
を
見
て
み
ま
し
ょ

う
。
例
え
ば
世
帯
主
で
扶
養
親
族
あ
り

の
場
合
、
月
額
で
２
千
円
上
が
る
の

で
、
こ
れ
が
５
か
月
間
で
す
か
ら
、

（
１
シ
ー
ズ
ン
で
）
１
万
円
増
え
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
他
の
方
は
、 

【
図
表
３
】
を
参
照
く
だ
さ
い
。 

総支部機関紙のバッ
クナンバーは、こち
らから。 

▼
最
後
に
、
公
務
公
共
サ
ー
ビ
ス
労
働

組
合
協
議
会
（
略
称
・
公
務
労
協
）
の

公
務
員
労
働
組
合
連
絡
会
（
略
称
・
公

務
員
連
絡
会
）
が
人
事
院
勧
告
を
前

に
、
人
事
院
に
対
し
「
寒
冷
地
手
当
に

関
す
る
申
入
れ
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
か
ら
、
寒
冷
地
組
合
員
の
声
等 

を
抜
粋
し
て
記
載
し
ま
す
。 

○
現
在
２
級
地
で
、
年
間
12
万
円
弱

の
寒
冷
地
手
当
を
受
け
て
い
る
が
、

11
月
か
ら
３
月
の
灯
油
代
は
、
約
21

万
円
に
達
し
て
い
る
。
民
間
で
は
『
燃

料
手
当
』
と
し
て
約
15
万
円
支
給
し 

て
い
る
実
態
も
あ
る
。 

○
寒
冷
地
手
当
は
冬
期
の
生
活
に
不
可

欠
だ
が
、
物
価
高
騰
に
よ
り
燃
料
費
等

が
上
昇
し
、
生
活
が
厳
し
く
な
っ
て
い 

る
。 

○
北
海
道
、
東
北
な
ど
、
ス
タ
ッ
ド
レ

ス
タ
イ
ヤ
が
必
要
な
地
域
に
つ
い
て
、 

支
給
地
の
拡
大
も
要
望
す
る
。 

○
寒
冷
地
手
当
は
生
活
に
欠
か
せ
な
い

手
当
で
あ
り
、
再
任
用
職
員
や
会
計
年

度
任
用
職
員
も
含
め
、
同
じ
地
域
に
住 

む
全
職
員
へ
の
支
給
を
求
め
る
。 

▼
こ
こ
か
ら
は
、
個
人
的
意
見
で
す
が

一
定
の
基
準
で
「
手
当
」
と
し
て
支
給

す
る
限
り
、
ど
う
し
て
も
不
公
平
が
生

じ
ま
す
。
例
え
ば
医
療
費
と
同
じ
よ
う

に
、
燃
料
費
等
も
一
定
額
以
上
の
分
を

所
得
控
除
で
き
る
制
度
に
す
べ
き
で
は

な
い
か
と
考
え
ま
す
。 

世帯等の区分 

地域区分 
世帯主である職員 

その他の職員 
扶養親族あり 扶養親族なし 

旧 新 旧 新 旧 新 

１級地 26,380円 29,400円 14,580円 16,200円 10,340円 11,500円 

２級地 23,360円 26,000円 13,060円 14,500円 8,800円 9,800円 

３級地 22,540円 25,100円 12,860円 14,300円 8,600円 9,600円 

４級地 17,800円 19,800円 10,200円 11,400円 7,360円 8,200円 

【図表２】寒冷地手当支給月額 新旧対象表  

【図表３】寒冷地手当支給額の変動（４級地）  

区 分 
月 額 シーズン中の支給額 

左の増加額  

旧 新 旧 新 

世帯主 
扶養あり 

円 
17,800 

円 
19,800 

円 
89,000 

円 
99,000 

円 
10,000 

世帯主 
扶養なし 

円 
10,200 

円 
11,400 

円 
51,000 

円 
57,000 

円 
6,000 

その他 
円 

7,360 
円 

8,200 
円 

36,800 
円 

41,000 
円 

4,200 


